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- Validity of statistical analysis on fluctuation of perceived condition -
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Abstract
A study verified validity of statistical analysis on fluctuation of perceived condition.
Three female elite college kendo players aged 20-24 years, independently recorded their physical,
mental and technical condition and trainlng program On the perceived condition sheet for kendo
player. Randomization test was used to compare between the training period and the adjustment
period. As a result, the factor of the condition that a di任erence was recognized during the training
period and the adjustment period related to performance and condition of the match.
Conventionally, We evaluated the single case study visually by using a graph. These results
indicate that we can con丘rm a change of the athlete's condition statistically. It was concludes that
fluctuation of perceived condition in athlete can be confirmed statistically using a single-case study
design and statistical techniques such as randomization test.
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1)専修大学社会体育研究所　　　　　Health and Sports Sciences lnstitute, Senshu University




















































































































































体調 儂i┐傷害の 佝ﾙm8,ﾂ素振り 9yﾙ4練習 凉ﾙｩ4試合時の コンデイ ソ∃ン 倩靼x,ﾂ       
状態 ?(??ﾌ感じ ?9??ｭ度 ??hｨ?冓?ｹ7?
A 選手 ES * 蔦* 弔ここ> 塔R60%         
B 選手 弔ES 弔* 0 r千 塔RR100%        
C 選手 亳∵ 噸義 蔦ﾓ義 鍔ｳ｣｣ﾒﾂES 都R50%        




















































































































































































































































































要である｡ A､ C選手においては､ ｢押憩的な過ご
し方(プライベート)｣においてB選手のような改
善はみられず､練習時間以外のコンディショニン
グでA､ C選手とB選手の間に差があった吋能性
が考えられる｡本研究の成績のみでは証明するま
でには至らないが､調整期におけるプライベート
の時間の確保は､コンディショニングを実施する
1二で重要な要素となる叶能性が推察されよう｡
C選手においては､ A選手､ B選手と比較した
場合､試合時のコンディションは不調だったと言
えるだろう｡試合時のコンディションこそ70%と
の回答であったが､試合の満足度は50%と低調で
あった｡
C選手は鍛錬期と比較して､調整期の｢体調｣と
｢稽古の調子｣､ ｢精神的状態｣が有意な低い水準を
示した｡このことは､調整期における身体面､技
術面､精神面の全てにおいてコンディションが低
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値であったことを示している｡
C選手のコンディションが調整期において向上
しなかった原因の一つとして､調整期における稽
古強度が高かったことが考えられる｡
C選手は慢性的な筋･筋膜性腰痛の傷害を有し
ていたが｢傷害の状態｣は調整期においても回復傾
向は認められなかった｡また､ ｢体調｣においても
鍛錬期より調整期において有意に低水準であっ
た｡これらが調整期において回復しなかった一因
には､ ｢自覚的稽古強度｣が関係している可能性が
ある｡ C選手の｢自覚的稽古強度｣は､鍛錬期と調
整期に有意な差が認められなかっただけでなく､
むしろ水準としては調整期の方が低値､すなわち
強度が高い傾向であった｡斎藤らの先行研究9)に
おいては､剣道選手が稽古を行った場合､稽古前
にコンディションが不良の選手は､稽古後に更に
コンディションが悪化し､コンディションが良好
の選手は､稽古後のコンディションが向上するこ
とが報告されている｡ C選手は､調整期1-3日
目の技術面､精神面のコンディションが悪かった
ことから稽古量を減らすことを梼揮い､その結果
としてコンディションは改善する方向には進まな
かったと考えられる｡
4. 2　統計的手法を用いた単一事例のコンディ
ション分析の有効性
先行研究において､ 5件法尺度を用いた選手の
自己評価によるコンディション評価は､競技現場
における選手のコンディション把握方法として有
効であることが報告されている4)｡特別な測定機
器を用いることなく簡便に調査できることから､
現在も競技現場においてコンディショニングを行
う際に用いられている｡その一方､競技現場にお
けるコンディション評価は､サンプル数が少ない
ことが多いことから､統計的な分析を行うのには
適してはいない｡また､競技選手の事例は､設え
た実験研究とは違い､選手個々によって条件が大
きく異なる場合が多い｡そのため､本研究のよう
に基本的にひとつの被検体について繰り返し測定
を行った時系列データが研究対象とならざるを得
ない｡このことから､従来の単一事例のデータ分
析は､時系列データをグラフ化した系列的傾向
データに対して視覚的に判断する手法が用いられ
てきた日日｡しかし､競技現場におけるデータ､特
にコンディションの系列的変動は個別性が大き
く､なんらかの統計的解析方法が適用されること
が望ましいと考えられてきた｡
西鳴らは､競技現場における単一事例の研究に
おける統計的研究法として､ランダマイゼ-ショ
ン検定を提案した(～)｡サッカー選手を対象とした
その研究では､ランダマイゼ-ション検定を用い
ることによって､コンディションの変化を統計的
に確認することが可能であると報告されている｡
そこで､本研究では､試合までのコンディショニ
ングと試合でのパフォーマンスの関係を統計的手
法を用いて分析し､その有効性を検証した｡試合
までのコンディショニングの期間を鍛錬期と調整
期に期分けし､それぞれの推移についてランダマ
イゼ-ション検定を用いて検討したところ､統計
的に確認された試合までのコンディションの変化
が､試合時のパフォーマンスに関係していること
が示された｡
この結果のように､競技現場におけるコンディ
ション評価を統計的に検証できることは､コン
ディショニングにおいては極めて重安であるとい
える｡オリンピックなどの国際競技会に向けての
コンディショニングの失敗事例を調査した報告に
よると､コンディショニングの失敗は繰り返され
る傾向にあることが報告されている11)｡各種大会
において､初参加のチームや選手が初戦敗退する
傾向があることも知られているところである｡し
たがって､選手やコーチは失敗事例を経験値とし
て､それを繰り返さないように対策を立案してい
る｡その際に､コンディション記録が重要な資料
となり得る｡
本研究のA選手､ C選手を事例とすれば､鍛
錬期と調整期の稽古強度の設定がコンディショニ
ングの失敗の一つと考えられる｡今回のコンディ
ション記録は､ A選手とC選手における次の試合
までのコンディショニングの重要な資料である｡
従来であれば､これらの資料は選手､コーチの視
覚的判断と経験値によって分析･評価されてきた
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が､ランダマイゼ-ション検定を用いて統計的な
検証を行うことで､客観的な評価を加えることが
可能となるだろう｡
Ⅴ.まとめ
本研究の目的は､競技現場において頻繁に用い
られている自覚的コンディション評価法に､単一
事例研究法における統計解析手法の適用を試み､
試合までの選手のコンディションを分析すること
である｡
全国トップレベルのクラブに所属する大学女子
剣道選手3名を対象に､身体面､技術面､精神
面､その他のカテゴリからなるコンディション評
価シートを用い､試合までの18日間を調査した｡
統計解析手法にはランダマイゼ-ション検定を用
い､試合の18日前から9日前までを鍛錬期､試
合の8口前から試合前臼までを調整期として､鍛
錬期と調整期のコンディション変動を比較した｡
その結果､それぞれの選手において鍛錬期と調整
期におけるコンディションの推移に統計的有意な
差が認められたコンディション因子が､試合時の
コンディションとパフォーマンスに関係している
ことが示された｡
競技現場におけるコンディションの変動は個別
性が大きく､単一事例研究が望まれる｡従来､単
一事例研究は時系列データをグラフ化して視覚的
に評価を行ってきたが､本研究で示されたとおり､
統計的手法を用いることによって､コンディショ
ンの変動を統計的に確認できることが示された｡
競技現場におけるコンディション評価には､視覚
的評価に加え､新たに統計的検証を加えることで
より精度の高いコンディショニングが実施できる
叶能性が示唆された｡
※1)ランダマイゼ-ション検定の理論
ランダマイゼ-ション検定は,母集団に
関する仮定を持たないノンパラメトリック
な統計的検定法である.近年,単一事例実
験データに適川が提案されており,理論的
には,母集lJJの正規性ならびに母集団から
のデータのランダム抽出を前提としないで,
実験条件のランダム振り分けのみに基づく
統計的検定である.またデータの系列依存
性も問題にしない.介入の効果がないとう
仮説の下で実験から得られた統計量が,可
能なランダム振り分けの組み合わせの,そ
れぞれで算出される統計量と比較してどれ
だけ極端な数値かを判定するものである.
※2)試合稽古
練習試合｡審判を立て､決められた時間で
実際と同じ条件で試合を行う｡
※3)掛かり稽古
元立ちに対し､隙を見つけつつ連続で打突
を繰り返す｡体当たりも含まれる激しい稽
古｡
※3)立ちきり稽古
元立ちとなり､地稽古(※4を参照)を連続
して行う｡
※4)地稽古
試合に近い稽古になるが､審判は立てず､
相手との合意のもと自由に一本を取り合う｡
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